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一 １市２町の概要





－１－

１．位置、地勢

当消防本部は、宮若市、鞍手町、小竹町の１市２町からなり、福岡県の北部、

福岡市と北九州市の両政令指定都市のほぼ中間に位置し、管内総面積１８９．８

７ｋ㎡、人口は４８，１９３人である。

西は西山・犬鳴山により古賀市と糟屋郡、南西は笠置山を境にして飯塚市、東

は丘陵地により直方市、北は遠賀郡、北西には靡山により宗像市と接しており、

西部から南部にかけて、太宰府県立自然公園に指定されている三郡山系が湾曲を

なして連なり、東部には筑豊の秀峰“福智山”を望むことができる。

また、管内の中央を東へ貫流する犬鳴川は、西山犬鳴山系の無数の渓流を集め、

宮若市の中小河川と、さらに、三郡山系を水源として力丸ダムがあり東流する八

木山川と宮若市で合流し、直方市において筑豊の母なる川“遠賀川”となる。

そして、当管内には九州の大動脈である九州自動車道（若宮ＩＣ、宮田ＳＩＣ

及び鞍手ＩＣ）が整備されており、交通の利便性により企業進出が進み、トヨタ

自動車九州（株）を核とした自動車産業等の発展により、雇用の拡大・地域経済

の活性化が進んでいる。

それに伴い、管内人口の増加も見込まれつつあり、緑あふれる山河と一次・二

次・三次産業の調和のとれた快適性に富んだ生活環境づくりの高度な計画も推進

され、広域消防の体制強化も益々重要となってきている。

２．１市２町の面積、人口及び世帯数調べ

（令和７年４月現在）

区   分 面 積（㎞２） 人  口 世 帯 数

宮 若 市 １３９．９９ ２６，３３２ １３，４０８

鞍 手 町 ３５．６０ １４，９１６ ７，４２１

小 竹 町 １４．２８ ６，９４５ ３，８１１

合  計 １８９．８７ ４８，１９３ ２４，６４０



－２－

３．直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部の沿革

昭和２７年

  １１月 １日  宮田町民の要望により、常備消防として宮田町消防本部及び宮田消防署を宮田

町大字宮田４８４７にて発足。

  １１月 １日  初代消防長に野津五郎（宮田町長が兼務）就任。

  １２月１５日  初代消防署長に吉柳信雄就任。

  １２月２７日  職員１１名採用。

昭和２８年

１月１９日  職員６名採用。

３月１６日  消防ポンプ自動車１台配置。

  １０月 ８日  初代消防署長、吉柳信雄退職。二代消防署長に三苫金造就任。

昭和２９年

  １０月１１日  職員６名採用。

昭和３０年

４月２０日  初代消防長、野津五郎退職。

５月 １日  二代消防長に荒牧敬三土（宮田町長が兼務）就任。

昭和３５年

  １１月 １日  宮田町大字宮田字弁鳥７０－２に庁舎移転。

昭和３９年

１月 ８日  水槽付消防ポンプ自動車１台配置。

  １２月３１日  二代消防署長、三苫金造退職。

昭和４０年

１月 １日  三代消防署長に上尾繁雄就任。

４月１９日  指令車１台配置。

昭和４１年

１月 １日  救急業務開始。

昭和４３年

３月２２日  宮田ライオンズクラブから救急車１台の寄贈を受ける。

９月２４日  二代消防長、荒牧敬三土退職。

９月２５日  三代消防長に上尾繁雄就任。

昭和４５年

９月１８日  消防ポンプ自動車１台配置。

昭和４６年

３月３０日  超短波無線移動局２基（１０ｗ）を開局。

（消防専用無線電話装置）

６月 １日  消防組織法の改正により宮田町に消防本部設置指定となる。

（自治省告示１１０号）



－３－

９月 ６日  超短波無線基地局を開局。

９月１６日  超短波無線移動局（１０ｗ）を開局。

昭和４７年

７月２１日  アルミ救命ボート及びゴムボート３艇配置。

昭和４９年

４月１７日  鞍手、小竹、若宮の各町に消防本部設置指定。（自治省告示第８０号）

昭和５０年

３月 １日  宮田町、鞍手町、小竹町、若宮町で、直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部

が発足。（消防事務が直方・鞍手広域市町村圏事務組合の事務とされ、当分の間

宮田町、鞍手町、小竹町、若宮町で組織されることとなったため、旧宮田町消防

本部の庁舎を使用し、直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部、宮田消防署の

１本部、１署になる。）（条例定数５２名）

３月 １日  職員２５名採用。初代消防長に上尾繁雄就任。

３月２４日  救急車１台（国庫補助）配置。

３月３１日  水槽付消防ポンプ自動車１台配置。

４月 ７日  職員２７名採用。

５月 １日  救急車１台を日本損害保険協会から寄贈を受ける。

  １２月 ９日  救急車１台を福岡県共済農業共同組合から寄贈を受ける。

昭和５１年

１月２９日  行政車１台配置。

３月２５日  救急車１台配置。

４月 １日  定数条例の改正により定数６４名となる。

４月 １日  職員１２名採用。

９月 １日  鞍手出張所開設。救急車１台配置。超短波無線基地局・固定局（１０ｗ）を開局。

９月１４日  指令車１台更新整備。

  １０月 １日  職員２名採用。

  １０月 １日  小竹出張所開設。救急車１台配置。超短波無線基地局・固定局（１０ｗ）

          を開局。

昭和５２年

３月 １日  若宮出張所開設。救急車１台を配置。超短波無線基地局・固定局（１０ｗ）

       を開局。

４月３０日  専用車１台配置。

７月２１日  九州自動車道（若宮～古賀）の開設により当該区間の上下線における救急業務開

始。

  １０月２８日  消防救急指令装置 B 型を宮田消防署に整備。管内４町の主要分団車庫等１７か所

に無線サイレン吹鳴制御装置を設置。

昭和５３年

   ６月 １日  直方・鞍手広域市町村圏事務組合休日夜間急患センター専用の消防無線遠隔制御

装置（単信式）を当本部に整備。
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７月２１日  化学消防自動車（２型）１台配置。

  １１月 １日  救急車１台配置。

昭和５４年

   ３月 ８日  九州自動車道（八幡～若宮）の開通により当該区間の上り線における救急業務開

始。

   ４月 １日  職員２名採用。

   ７月２１日  救助訓練塔設置。

  １０月 １日  定数条例改正により定数８２名となる。

  １０月 １日  職員１８名採用。

昭和５５年

   ２月 ５日  水槽付消防ポンプ自動車３台配置。鞍手、小竹、若宮の各出張所に配置。

昭和５７年

   ４月 １日  職員１名採用。

   ４月３０日  初代消防長、上尾繁雄退職。

   ５月 １日  二代消防長に三島保就任。

   ５月 ６日  連絡車３台配置。鞍手、小竹、若宮の各出張所に配置。

  １０月 １日  職員１名採用。

昭和５８年

   ４月 ９日  二代消防長、三島保退職。

   ４月１０日  三代消防長に麻生幸次就任。

  １２月 １日  消防本部（署）新庁舎建設工事着工。

昭和５９年

   ４月 ５日  職員２名採用。

   ７月 ７日  消防本部（署）新庁舎竣工。

   ７月２３日  消防本部（署）新庁舎（宮田町大字宮田字浮州１６番地１）に移転。

  １２月 １日  職員１名採用。

昭和６０年

   ９月２４日  福岡県共済農業共同組合連合会から救急車１台の寄贈を受ける。

  １１月２７日  救急車１台更新整備。

  １２月１１日  救助工作器具（エアーツール、エアーソー、マイティーバック）購入。

  １２月２４日  １５m 級バスケット付はしご消防ポンプ自動車１台本署配置。（国庫補助）

昭和６１年

   ２月２６日  救助マット一式購入。

   ５月 ８日  潜水救助器具一式購入。

  １１月２１日  救助用ゴムボート一式購入。
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昭和６２年

   ８月 ７日  日本消防協会から救急車１台の寄贈を受ける。

昭和６３年

   ４月 １日  職員２名採用。

   ７月 ２日  指令車１台更新整備。

１２月 ７日  宮田・若宮ライオンズクラブから広報車１台の寄贈を受ける。

  １２月１９日  大型水槽付消防ポンプ自動車（水Ⅱ型）更新整備。

平成元年

   ４月 １日  職員２名採用。

４月２０日  人員搬送車（２６人乗り）１台配置。

９月 １日  幼年消防クラブ結成。（８クラブ、１，１５０名）

  １１月２８日  幼年消防クラブ結成。（８クラブ、９３０名）

平成２年

   ４月 １日  職員１名採用。

  １０月 ５日  無線局呼び出し名称の変更。（基地局、固定局、移動局）

  １２月２０日  救助工作車１台配置。

平成３年

４月 １日  定数条例改正により定数８６名となる。

４月 １日  職員５名採用。

平成４年

３月１０日  消防通信指令装置（Ｉ型）運用開始。（国庫補助）

３月２７日  トヨタ自動車九州株式会社から救急車１台の寄贈を受ける。

３月３０日  消防警報システム整備工事を行う。（サイレン自動吹鳴設備）

３月３０日  救急無線波を開局。（固定局１、移動局５）

３月３１日  三代消防長、麻生幸次退職。

４月 １日  四代消防長に生武一郎就任。

４月 １日  職員１名採用。

平成５年

１月３１日  消防緊急通信指令施設（地図等検索装置）導入。

１月３１日  救急統計処理装置導入。

４月１９日  公用車１台更新整備。

８月１０日  定数条例改正により定数１０１名となる。

１０月 １日  職員１３名採用。

平成６年

３月 １日  消防緊急通信指令施設(支援情報検索処理装置)導入。

３月２２日  高度救急資機材購入。(県補助事業)
３月３１日  四代消防長、生武一郎退職。

４月 １日  五代消防長に片山末男就任。

４月 ８日  日本損害保険協会から化学消防自動車１台の寄贈を受ける。

１月２０日  水槽付消防ポンプ自動車１台更新整備。(鞍手出張所配置)
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平成７年

２月１８日  阪神・淡路大震災に伴う応援出動。 化学車１台（８名）

４月 １日  職員６名採用。

４月 １日  聾唖者緊急通報システム（ＦＡＸ）導入。

  １１月１４日  救急救命士資格１名取得。

平成８年

１月２３日  救急車２台更新整備。（鞍手、若宮各出張所配置）

       水槽付消防ポンプ自動車１台更新整備。(若宮出張所配置)
３月２８日  日本損害保険協会から高規格救急車１台の寄贈を受ける。

  １１月１９日  救急救命士資格１名取得。（２名）

平成９年

１月１３日  水槽付消防ポンプ自動車１台更新整備。（小竹出張所配置）

１月１４日  資材運搬車１台配置。

６月２０日  査察車１台配置。

平成１０年

１月１６日  救急救命士資格１名取得。（３名）

３月１２日  救急車１台更新整備。（小竹出張所配置）

３月１９日  連絡車３台配置。鞍手、小竹、若宮の各出張所に配置。

４月 １日  職員１名採用。

  １１月１６日  救急救命士資格１名取得。（４名)
平成１１年

１月１１日  高規格救急車１台更新整備。（鞍手出張所配置）

７月１４日  鞍手出張所新庁舎工事着工。

８月２０日  広報車１台更新整備。

  １１月１８日  救急救命士資格１名取得。（５名）

平成１２年

２月２８日  鞍手出張所新庁舎竣工。

４月 １日  職員１名採用。

７月 ５日  指令車１台更新整備。

１１月 ６日  救急救命士資格１名取得。（６名）

平成１３年

  １１月１９日  救急救命士資格１名取得。（７名）

平成１４年

   ４月 １日  職員１名採用。

   ７月２３日  小竹、若宮救急車改造。（高度救命資機材整備）

  １１月２１日  救急救命士資格１名取得。（８名）

平成１５年

  １１月１７日  救急救命士資格１名取得。（９名）

  １２月 １日  高規格救急車１台更新整備。（本署配置）
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平成１６年

  １１月 ９日  救急救命士資格１名取得。（１０名）

１１月１０日  救助工作車１台更新整備。（本署配置）

平成１７年

  １１月１１日  救急救命士資格１名取得。（１１名）

  １１月２９日  高規格救急車１台更新整備。（若宮出張所配置）

平成１８年

２月１１日  宮田町、若宮町が合併。宮若市発足。

３月３１日  五代消防長、片山末男退職。

４月 １日  六代消防長に郡司嶋剛就任。

４月 １日  職員２名採用。

平成１９年

   １月２９日  特殊災害対策対応訓練。（ＮＢＣ災害） 庁舎敷地内 （８４名）

   １月３０日  多数傷病者事故対策訓練。 宮若市宮田（市役所敷地内）（４０名）

３月３１日  六代消防長、郡司嶋剛退職。

４月 １日  七代消防長に勝木正之就任。

５月１５日  救急救命士資格１名取得。（１２名）

平成２０年

   ２月１２日  署内警防（救助）訓練。（８０名）

   ２月１３日  同 上

  ４月 １日  職員１名採用。

  ４月２５日  救急救命士資格１名取得。（１３名）

平成２１年

  ４月２４日  救急救命士資格１名取得。（１４名）

１０月２６日  署内警防（火災防御）訓練。（８０名）

１０月２７日  同 上

平成２２年

  ２月 １日  高規格救急車１台更新整備。（小竹出張所配置）

   ４月 １日  職員１名採用。

   ４月２４日  救急救命士資格１名取得。（１５名）

   ６月２５日  若宮出張所新庁舎竣工。

   ９月２０日  携帯・IP 電話発信地位置表示システム導入。

  １０月２２日  潜水救助隊用乾燥室竣工。

  １１月２４日  瓦礫救助救出訓練。（１８名）

  １１月２５日  同 上

平成２３年

   ３月１４日  東日本大震災 緊急消防援助隊出動。 救急車１台 支援車１台（５名）

   ３月３１日  七代消防長、勝木正之退職。

４月 １日  八代消防長に堀悦雄就任。

４月 １日  職員２名採用。

   ４月１０日  救急救命士資格１名取得。（１６名）
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平成２４年

１月２６日  高規格救急車１台更新整備。（鞍手出張所配置）

   ３月１５日  大型水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台更新整備。（本署配置）

   ４月 １日  職員２名採用。

   ８月 ４日  救急救命士資格１名取得。（１７名）

平成２５年

   ３月２９日  化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台更新整備。（本署配備）

   ３月３１日  八代消防長、堀悦雄退職。

   ４月 １日  九代消防長に末吉毅就任。

４月 １日  福岡県消防学校へ教官として職員１名派遣。（２年間）

   ４月 １日  職員５名採用。

４月２５日  公用車１台更新整備。

   ５月１４日  査察車１台更新整備。

  １１月２９日  救急救命士資格１名取得。（１８名）

平成２６年

   １月３０日  通信指令室移設改修及び高機能通信指令システム仮運用。

２月１４日  高規格救急車１台更新整備。（本署配置）

   ３月１５日  救急救命士資格１名取得。（１９名）

   ４月 １日  高機能通信指令システム整備。

   ４月 １日  職員１１名採用。

  １２月 ２日  梯子付消防自動車１台更新整備。（３０ｍ級）

平成２７年

   ３月 ２日  人員搬送車１台更新整備。（本署配置）

   ３月 ４日  高規格救急車１台更新整備。（若宮出張所配置）

   ４月 １日  職員１１名採用。

   ７月 ２日  連絡車１台更新整備。（若宮出張所配置）

   ７月 ２日  連絡車１台更新整備。（小竹出張所配置）

   ７月 ２日  連絡車１台更新整備。（鞍手出張所配置）

９月１８日  救急救命士資格１名取得。（２０名）

  １２月 １日  消防・救急デジタル無線運用開始。（アナログ無線併用）

１２月１８日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台更新整備。（鞍手出張所配置）

１２月２５日  救急救命士資格１名取得。（２１名）

平成２８年

   ３月２９日  指揮車１台配置。（本署配置）

   ３月３１日  救急救命士資格者２名退職。（１９名）

   ３月３１日  九代消防長、末吉毅退職。

   ４月 １日  十代消防長に原田修司就任。

４月 １日  職員４名採用。

１１月１７日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台更新整備。（若宮出張所配置）
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平成２９年

   ３月１３日  救急救命士資格１名取得。（２０名）

   ３月３１日  救急救命士資格者２名退職。（１８名）

   ４月 １日  職員６名採用。（救急救命士資格保持者１名含む）

  １０月３０日  後方支援車１台配置。（本署配置）

平成３０年

   １月３０日  救助訓練塔（７ｍ）竣工。

   ３月 ５日  消防本部庁舎裏車庫竣工。

   ３月１２日  救急救命士資格１名取得。（１９名）

   ３月１３日  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台更新整備。（小竹出張所配置）

   ４月 １日  職員３名採用。（救急救命士資格保持者１名含む）

平成３１年

   ３月 １日  救助工作車１台更新整備。（本署配置）

   ３月１１日  救急救命士資格１名取得。（２０名）

   ３月３１日  救急救命士資格者２名退職。（１８名）

   ４月 １日  職員３名採用。（救急救命士資格保持者１名含む）

令和２年

  ２月 １日  資材運搬車１台更新整備。（本署配置）

  ３月３１日  救急救命士資格１名取得。（１９名）

４月 １日  職員４名採用。

１２月１１日  （有）若宮 セルフ ニコニコ倶楽部ＳＳから宮田連絡車１台の寄贈を受ける。

（本署配置）

令和３年

   １月 ５日  救急救命士資格２名取得。（２１名）

１月２９日  救急車１台更新整備。（鞍手出張所配置）

   ３月３１日  十代消防長、原田修司退職。

３月３１日  救急救命士資格者１名退職、１名取得。（２１名）

３月３１日  女性専用更衣室及び仮眠室改装。

４月 １日  十一代消防長に水野智徳就任。

４月 １日  職員３名採用。（救急救命士資格保持者２名含む）

１２月２０日  救急救命士資格１名取得。（２２名）

令和４年

   ３月３１日  救急救命士資格１名取得。（２３名）

令和５年

   １月２７日  高規格救急車１台更新整備。（小竹出張所配置）

   ３月１３日  救急救命士資格１名取得。（２４名）

   ３月２７日  女性専用浴室改装。

   ４月 １日  職員１名採用。
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令和６年

   １月２６日  高規格救急車１台更新配備。（本署配置）

   ３月３１日  救急救命士資格者１名退職、１名取得。（２４名）

   ４月 １日  職員２名採用。（救急救命士資格保持者１名含む）

令和７年

   １月２８日  救急救命士資格１名取得。（２５名）

１月３１日  職員１名退職。

   ４月 １日  職員２名採用。



署

第１中隊

本 署
第 １ 小 隊

は し ご 車 分 隊

タ ン ク 車 分 隊

化 学 車 分 隊

救 助 分 隊

救 急 分 隊

タ ン ク 車 分 隊

救 急 分 隊
鞍 手 出 張 所
鞍 手 １ 小 隊

小 竹 出 張 所
小 竹 １ 小 隊

若 宮 出 張 所
若 宮 １ 小 隊

タ ン ク 車 分 隊

化 学 車 分 隊

救 助 分 隊

タ ン ク 車 分 隊

第２中隊
鞍 手 出 張 所
鞍 手 ２ 小 隊

署 長 副署長

若 宮 出 張 所
若 宮 ２ 小 隊

タ ン ク 車 分 隊

救 急 分 隊

救 急 分 隊

救 急 分 隊

タ ン ク 車 分 隊

救 急 分 隊

タ ン ク 車 分 隊小 竹 出 張 所
小 竹 ２ 小 隊

救 急 分 隊

タ ン ク 車 分 隊

救 急 分 隊

は し ご 車 分 隊

本 署
第 ２ 小 隊

４．直方・鞍手広域市町村圏事務組合消防本部の

警 防 課

予 防 課

機構及び署の組織

本    部

消防長
指 導

次　長
予 防

財　　政

通 信 指 令
警 防

救 急 消 防

総 務 課
庶務人事

－１１－



５．消防相互応援協定の状況

協　定　名 締結年月日 協定消防本部等 応援内容

飯塚地区消防組合

田川地区消防組合

直　　方　　市

遠賀、中間地域
広域行政事務組合

宗像地区消防組合

北九州市と
直方・鞍手広域市町村圏事務組合との

消防相互応援協定
平成27年10月1日 北九州市

水火災・
その他災害

直方・鞍手広域市町村圏事務組合、
粕屋南部消防組合
消防相互応援協定

平成元年 5月 1日 粕屋南部消防組合
火災・

その他災害

福岡県
消防相互応援協定

平成元年 3月25日
福岡県内全市町村

及び
全消防本部

大規模災害

高速自動車道における
消防相互応援協定

平成18年6月30日
福岡県内

17消防本部
火災・事故
（高速道路）

中間市、
直方鞍手広域市町村圏事務組合

応援協定
昭和55年12月26日 中　　間　　市

水火災・
その他災害

筑豊地区常備
消防相互応援協定

昭和47年10月16日
火災・

その他災害

火災・
その他災害

遠賀、中間地域広域行政事務組合、
直方・鞍手広域市町村圏事務組合、

宗像地区消防組合
常備消防相互応援協定

昭和54年6月1日

－１２－



消 防 本 部

消 防 出 張 所

消 防 団 本 部

６．消防本部管轄区域及び消防力の配置図
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二  総 務 編





医療機関等との連絡調整に関すること
救急月報及び救急統計に関すること

自動車燃料等に関すること

消防施設・整備に関すること

災害の受信及び出動指令に関すること

警
防
課 車両の運行管理及び安全運転管理に関すること

その他救急、消防に関すること

車両、機械器具等の装備、整備、管理及び記録に関すること

火災とまぎらわしい煙等を発生するおそれのある行為等の届出に関すること

救急の教育訓練、指導に関すること

消防地理、水利に関すること

危険物の規制、査察に関すること

気象及び火災警報発令に関すること

警防及び救助業務に関すること

指定数量未満の危険物、指定可燃物の火災予防措置に関すること

危険物の保安及び危険物関係の統計に関すること

火災報告及び火災、救助統計に関すること

その他通信指令業務に関すること

無線の免許に関すること

消防通信及び防災無線に関すること
災害情報の収集、伝達、調整に関すること
通信機器の保守管理及び記録に関すること
関係機関等との連絡調整に関すること

職員の非常召集に関すること

警防計画及び訓練、演習に関すること

消防相互応援に関すること

水火災などの警戒、警備に関すること

その他指導業務に関すること

予
防
課

核燃料物質等の貯蔵又は取り扱いの届出に関すること

消防用設備の設置、維持の指導に関すること
予防査察及び措置命令に関すること

建築物の確認同意及び許可同意に関すること

自主防災組織、幼年消防クラブの指導育成に関すること
その他火災予防に関すること

手数料の徴収に関すること
その他財政事務に関すること

人
事
係

庶
　
務

共済組合の事務に関すること

財
政
係

財務計画及び財務制度の管理運営に関すること

給貸与品に関すること

文書の収受、発送に関すること

諸給与及び旅費の支給に関すること

公印及び庁舎の維持、管理に関すること
会議事案に関すること

職員の任用、服務、賞罰に関すること

財産、契約に関すること

物品の保管、出納に関すること

共済組合の納入に関すること

消防職員委員会に関すること
他の課、係に属さない事務に関すること

消防予算、決算及び経理に関すること

被災証明に関すること

火災の調査に関すること

１．消防本部の事務分掌
消防本部の組織及び制度に関すること
職員の教養及び研修に関すること
職員の人事、給与に関すること

職員の安全衛生及び福利厚生に関すること

条例、規則その他例規に関すること
職員の公務災害及び賞じゅつに関すること

総
務
課

その他警防広報に関すること

警
防
係

予
防
係

指
令
係

通
　
信

指
導
係

消
防
係

救
　
急

火災予防思想の普及、宣伝ならびに消防広報に関すること

建築物、工作物等の火災及び人命危険の予防措置に関すること
防火管理に関すること

危険物災害の調査研究に関すること
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88 52

　

0

昇 任 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退任 平成１８年３月３１日

退任 平成１９年３月３１日

退任 昭和５７年４月３０日

就任 昭和５７年５月 １ 日

就任 昭和５８年４月１０日

就任 平成 ４ 年４月 １ 日

退任 昭和５８年４月 ９ 日

退任 平成 ４ 年３月３１日

退任 平成 ６ 年３月３１日

２．歴代消防長

就任 昭和５０年３月 １ 日

３．消防職員に対する人口・世帯数調べ

原田　修司

水野　智徳

令和６年

初  代

就任 平成１８年４月 １ 日

就任 平成 ６ 年４月 １ 日

（令和７年４月１日現在）

2

区 分

区 分

職員数

士
事務職員

副士長

５．消防職員の任用状況調べ （令和７年４月１日現在）

事務
職員

※（）は再任用職員数

※再任用及び現職を合わせて88名
※（）は再任用職員数

15 00

十一代

合 計

(1)

0

士長
（再任用）

二  代

三  代

四  代

0 0

五  代

六  代

七  代

八  代

九　代

十　代

合 計

監

0

監 司令長 司令

0

消　防　吏　員

司令補

採 用
(0)2 0 0

1 7 13

司令長

令和５年

５５３．９

２８３．０

(1)

副士長

２７８．０

（令和７年４月１日現在）４．階級別職員数調べ

５４７．７

士

消　防　吏　員

司令 司令補 士長
（再任用）

区　　分

消防職員一人当りの人口

消防職員一人当りの世帯数

令和４年

５５５．０

２８０．０

上尾　繁雄

三島　  保

麻生　幸次

生武　一郎

片山　末男

郡司嶋　剛

勝木　正之

堀    悦雄

末吉　  毅

退任 平成２３年３月３１日

退任 平成２５年３月３１日

退任 平成２８年３月３１日

退任 令和 ３ 年３月３１日

現在に至る

就任 平成２３年４月 １ 日

就任 平成２５年４月 １ 日

就任 平成２８年４月 １ 日

就任 令和 ３ 年４月 １ 日

就任 平成１９年４月 １ 日
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88 52

1 0 1 0 0 0 0 0 0
※1 0 0 ※1 0 0 0 0 0

課  長 1 0 0 1 0 0 0 0 0
課長補佐 1 0 0 1 0 0 0 0 0

2 0
総務課付 2 0 0 0 0 0 0 2 0

課  長 1 0 0 1 0 0 0 0 0
課長補佐 1 0 0 1 0 0 0 0 0
警防係 8 0 0 0 1 4 0 3 0
救　急
消防係 8 0 0 0 2 4 0 2 0
通  信
指令係 6 0 0 0 1 5 0 0 0
課　長 1 0 0 1 0 0 0 0 0

課長補佐 1 0 0 1 0 0 0 0 0
指導係 8 0 0 0 2 6 0 0 0
予防係 8 0 0 0 1 5 0 2 0

6 4

警  備
２  係 5 0 0 1 0 4 0 0 0

※2 0 0 0 0 0 0 ※2 0
※再任用及び現職を合わせて88名

※（）は再任用職員数
※次長・総務課長は兼務

※初任教育入校者は合計に含めず

015

0

1 00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7

1

1

0

0

0

0

0

0

0 0

初任教育入校

0

若

宮

0 0

0

警  備
２  係

(1)

5

財政係

5

2

6 0

0

0

5

合  計

出
　
張
　
所

消防長

庶　務
人事係

鞍

手

(1)

警

防

課

小

竹

警  備
２  係

警  備
１  係

区
分

5

警  備
１  係

総務課
参　事

次　長

警  備
１  係

0

消
　
防
　
本
　
部
　
・
　
署 予

防

課 予防課
参　事

13

総

務

課

６．本部・署所における職員の配置状況調べ 　(令和７年４月１日現在)

司令 司令補 士

合
計 監

事務職員
消   防   吏   員

司令長
士長

(再任用)

10

副士長

0

0

3

0

00

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

05

1 (1) 0

0

00

03

0

4

0 00

1

0

0

1

0

0

(1)

0

0

5

4
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88 52

平 均 年 齢 38 0 58 54 47 38 0 25 0
２０才未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0

２０才～２４才 5 0 0 0 0 0 0 5 0
２５才～２９才 15 0 0 0 0 6 0 9 0
３０才～３４才 22 0 0 0 0 21 0 1 0
３５才～３９才 10 0 0 0 1 9 0 0 0
４０才～４４才 3 0 0 0 3 0 0 0 0
４５才～４９才 5 0 0 0 4 1 0 0 0
５０才～５４才 19 0 0 4 5 10 0 0 0
５５才～５９才 7 0 1 3 0 3 0 0 0

2 2

88 52

平均勤続年数 18 0 34 33 27 17 0 4 0
０年～４年 7 0 0 0 0 0 0 7 0
５年～９年 16 0 0 0 0 9 0 7 0

１０年～１４年 27 0 0 0 0 26 0 1 0
１５年～１９年 4 0 0 0 3 1 0 0 0
２０年～２４年 1 0 0 0 1 0 0 0 0
２５年～２９年 2 0 0 0 2 0 0 0 0
３０年～３４年 25 0 1 5 6 13 0 0 0

2 1

0

0

(1)0

4

1

監

02

(1) 0

(1) 0

0

13

※再任用及び現職を合わせて88名
※（）は再任用職員数

※再任用及び現職を合わせて88名
※（）は再任用職員数

15

0

副士長
士長

（再任用）司令補

職員数

15

0

消 防 吏 員

0

７．消防職員階級年齢別状況調べ 　　　(令和７年４月１日現在)

司 令司令長

８．消防職員勤続年数調べ　　　 　　　(令和７年４月１日現在)

事務職員合計

職員数

0

0

士長

（再任用）司令補
区 分 合計

監

(1) 0

司令長 司 令

1

0

(1)

(1) 00

1

事務職員

士

7 13

副士長

0

消 防 吏 員

(1)

0

区 分

1

7

40年以上 0

３５年～３９年

0６０才以上

0

士

(1)

0 0 1

0
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委 託
人 数 研 修 場 所

２ 福岡県消防学校

１ 福岡県消防学校

２ 福岡県消防学校

１ 福岡県消防学校

１ 福岡県消防学校

２ 福岡県消防学校

３ 福岡県消防学校

１ 消防大学校

１ 救急救命九州研修所

１ 救急救命九州研修所

２ 飯塚病院

１ 市町村職員研修所

１ 市町村職員研修所

１ 市町村職員研修所

１ 市町村職員研修所

２ 株式会社ＰＣＴ

３ 株式会社ＰＣＴ

３ おんが自動車学校

２
北九州市消防局
訓練研修センター

１ 消防本部　小会議室

１ 消防本部　小会議室

消防職員特別教育
消防操法指導員研修

消防大学校幹部科７８期

指導救命士養成研修

１日

給与事務新任者研修

法制執務研修

３０日

１９４日

３３日

２日

第４３期救急救命士研修課程

５日

５日

３４日

１０日第２６回水難救助教育

第１８回危険物科

第１８回警防実務研修

第１７回初級幹部科（Ａ）

９．年間教養委託状況調べ

実施期間(日)科　　目

第１４０回初任教育

第４１回救急科

１１５日

ハラスメント等相談窓口の相談受付員等
を対象としたオンライン研修

１日

２日

１日

６０日

５日

パパスイッチセミナー
（管理監督者編）

１日

クレーム対応基礎研修

就業前病院研修

玉掛け技能講習 ３日

小型移動式クレーン運転技能講習 ３日

管理職員を対象としたオンライン
研修会

１日

大型自動車運転免許取得

女性活躍推進研修 １日
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88 52

88 52

73 47

85 51

消防設備士
（再任用含めず） 4 0 0 1 2 1 0 0 0

47 26

47 26

※再任用及び現職を合わせて88名

※（）は再任用職員数

職  員  数

(1)

3

6

0無

線

免

許

・

そ

の

他

衛生管理者

無線技士

潜水士
（再任用含めず）

0

13

0

00

0

1

(1)

(1)

玉掛け技能

0乙種危険物
取扱者

予防技術資格者
（再任用含めず）

小型移動
クレーン技能

25

11

１０．消防職員の特殊技能資格者数調べ

区    分 合計
消　　防　　吏　　員

事務職員

司令補 士監 副士長司令

(1)

0

自
動
車
運
転
免
許

(1)

(1)
大型１種

普通１種

中　　型 5

0 13

13

7

1

1

(1)

1

0

6

0

0

3

0

7

7

0

4

0

0

1

1

1

1

0

司令長

0

0

士長
(再任用)

4

5

3

15

7

4

13

0

3

0

15

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

2

2 2

3

0

11

11

救急救命士
（再任用含めず）

18

167

13

27

(1)0 1

04

12

0 1

0

(1) 0

(1)

(1) 0

0

5

39

0

(1) 0

28

34 0

1 1
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１２．消防力の整備指針と現有消防力

小竹出張所

福岡県鞍手郡
小竹町大字勝野

3372番地2

合計

88(1)11(1)

基準数 現有数 不足数

車　　　両 人　　　員

宮田消防署

福岡県宮若市
宮田16番地1

若宮出張所 鞍手出張所

福岡県宮若市
福丸260番地1

福岡県鞍手郡
鞍手町大字新延

6番地11

52
　※条例定数　　101名

　※再任用及び現職を合わせて88名
　※（）は再任用職員数

合計　ア＋イ 12 12 0 140 88(1)

13
小計　イ 32 16 16

予   防   要   員 15 2

0
庶務の処理等の人員 11 8 3

通 信 員 6 6

小計　ア 12 12 0 108 3672(1)

救 助 工 作 車 1 1 0 10

救 急 自 動 車 3 5 △ 2 18

化学消 防自 動車 1 1 0 10

は し ご 自 動 車 1 1 0 10

消防ポンプ自動車 6 4 2 60

　※再任用及び現職を合わせて88名
　※（）は再任用職員数

（令和７年４月１日現在）

職　員　数 57 10 10

基準数 現有数 不足数

車 両 合 計 14 3 3 3 23

その他の
車  両 8 1 1 1 11

救助工作車 1 0 0 0 1

はしご車 1 0 0 0 1

化　学　車 1 0 0 0 1

1 4
高 規 格
救 急 車 2 1 1 1 5

１１．現有消防力調べ
（令和７年４月１日現在）

      署・出張所

 区  分

所　在　地

配
　
置
　
車
　
両

水槽付消防
ポンプ自動車 1 1 1

-２０-



宮若市

鞍手町

小竹町

合　計

区　分

宮若市

鞍手町

小竹町

合　計

一人当り 世帯当り 一人当り 世帯当り

宮若市 14.7 36.6 2.0 5.1

鞍手町 16.2 39.1 1.3 3.0

小竹町 22.7 50.6 1.8 3.9

合　計 16.3 39.6 1.8 4.3

１３．事務組合構成市町消防決算額調べ　　　 　　　　　　　　　
　   

（単位　千円）

区  分
常 備 消 防

非常備消防
そ の他の
消 防

合　　計
（ 各 市 町分 担金 等）

385,572 53,571 44,116 483,259

244,662 18,883 26,911 290,456

162,413 12,650 6,370 181,433

792,647 85,104 77,397 955,148

１４．事務組合構成市町消防決算額と

      一般会計との比較調べ　
（単位　千円）

一 般 会 計 消 防 決 算 額 比較　　％

17,793,155 483,259 2.7%
12,342,496 290,456 2.4%
6,502,145 181,433 2.8%

36,637,796 955,148 2.6%

１５．事務組合構成市町消防決算額

           に対する住民の負担状況調べ　　　 　　
（単位　千円）

区　分 人  口 世  帯
常  備
消  防

非常備
消  防

常備消防 非常備消防

26,298 10,540 385,572 53,571

15,080 6,263 244,662 18,883

※人口及び世帯は令和２年国勢調査による。 

7,151 3,210 162,413 12,650

48,529 20,013 792,647 85,104

－２１－



款 項 目 節

給　　料

職員手当等

共　済　費

災害補償費

報　償　費

旅　　費

交　際　費

需　用　費

役　務　費

委　託　料

使用料及び賃借料

工事請負費

原材料費

備品購入費

負担金補助及び交付金

積　立　金

公　課　費

委　託　料

負担金補助及び交付金

元金 償還金利子及び割引料

利子 償還金利子及び割引料

１６．事務組合常備消防決算額（歳出）調べ
   （単位　円）

令和6年度決算額

消
　
　
　
　
　

　
防
　

　
　
　
　
　
費

消
　
　
　

　

　
防
　

　
　
　
　
　
費

広

域

常

備

消

防

費

324,256,947

244,429,058

114,909,645

0

258,300

3,238,764

78,000

28,230,961

9,478,107

22,894,115

4,231,060

104,304

5,994,031

4,267,000

27,160

15,012,420

15,590,648

7,905,721

予　　　備　　　費 0

消　防　費　総　計 809,325,670

557,300
消
防
施
設
費

302,500

7,559,629
公
債
費

公
債
費

－２２－





三  消 防 団





５
分
団

８
分
団

塩川秀敏 松井信秀

市　長 団　長
副
団
長

４
分
団

５
分
団

６
分
団

分
団
長

１
分
団

２
分
団

３
分
団

７
分
団

１．消防団組織図

宮　若　市

副
団
長

原　準一

小　竹　町

鞍　手　町

副
団
長

副
団
長

岡崎邦博 谷田潤一

２
分
団

３
分
団

４
分
団

２
分
団

３
分
団

４
分
団

１
分
団

町　長

団　長
副
団
長

分
団
長

１
分
団

町　長
分
団
長

井上頼子

団　長

－２３－



区 分

本 部 13 1 3 0 0 0 0 9
１ 分 団 25 0 0 1 1 4 5 14
２ 分 団 36 0 0 1 1 3 6 25
３ 分 団 32 0 0 1 1 4 5 21
４ 分 団 40 0 0 1 1 4 6 28
５ 分 団 34 0 0 1 1 3 6 23
６ 分 団 56 0 0 1 1 2 7 45
７ 分 団 59 0 0 1 1 2 9 46
８ 分 団 61 0 0 1 1 2 6 51
合 計 356 1 3 8 8 24 50 262

区 分

本 部 10 1 1 0 0 0 1 7
１ 分 団 26 0 0 1 1 0 4 20
２ 分 団 25 0 0 1 1 0 4 19
３ 分 団 28 0 0 1 1 0 5 21
４ 分 団 16 0 0 1 1 0 4 10
５ 分 団 24 0 0 1 1 0 3 19
合 計 129 1 1 5 5 0 21 96

区 分

本 部 2 1 1 0 0 0 0 0
１ 分 団 23 0 0 1 1 3 6 12
２ 分 団 15 0 0 1 1 2 5 6
３ 分 団 26 0 0 1 1 3 6 15
４ 分 団 28 0 0 1 1 3 5 18
合 計 94 1 1 4 4 11 22 51

２．消防団員数調べ

宮若市

鞍手町

小竹町

小  計 団  長 副団長 分団長 副分団長 部  長

部  長 班  長

小  計 団  長 副団長

班  長

分団長 副分団長

団  員

部  長 班  長 団  員

団  員

小  計 団  長 副団長 分団長 副分団長

－２４－



階級別

年齢別

0 0 0 0 0 0 0 0
4 0 0 0 0 0 0 4
9 0 0 0 0 0 0 9

19 0 0 0 0 0 0 19
26 0 0 0 0 0 3 23
37 0 0 0 0 0 3 34
78 0 0 0 0 4 11 63
54 0 0 0 0 5 10 39
58 0 0 1 1 3 10 43
45 0 2 4 3 8 10 18
17 0 1 3 4 3 2 4
9 1 0 0 0 1 1 6

356 1 3 8 8 24 50 262

階級別

年齢別

0 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 1 4

13 0 0 0 0 0 0 13
13 0 0 0 0 0 1 12
13 0 0 0 0 0 1 12
16 0 0 1 0 0 2 13
39 0 0 4 4 0 12 19
24 0 1 0 1 0 6 16
3 0 0 0 0 0 0 3
3 1 0 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0

129 1 1 5 5 0 23 94

２０才未満

４０～４４才

（鞍手町）

副分団長 団  員

３－２．消防団員階級年齢別状況調べ

６０～６４才

６５～６９才

３０～３４才

合 計

（宮若市）３－１．消防団員階級年齢別状況調べ

副団長 団  員分団長 副分団長 部  長団  長 班  長小  計

小  計

６０～６４才

６５～６９才

７０才以上

２０才未満

５５～５９才

４５～４９才

５０～５４才

２０～２４才

合 計

分団長 部  長 班  長団  長 副団長

２５～２９才

３０～３４才

３５～３９才

４０～４４才

４５～４９才

２０～２４才

２５～２９才

７０才以上

５０～５４才

５５～５９才

３５～３９才

－２５－



階級別

年齢別

0 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 5
5 0 0 0 0 0 0 5
5 0 0 0 0 0 0 5

13 0 0 0 1 1 2 9
12 0 0 0 0 2 3 7
8 0 0 0 0 1 2 5

18 0 0 1 1 1 5 10
11 0 0 0 1 3 5 2
11 0 1 1 1 2 4 2
4 0 0 1 0 1 1 1
2 1 0 1 0 0 0 0

94 1 1 4 4 11 22 51
７０才以上

合 計

６０～６４才

６５～６９才

(小竹町）

小  計 団  長 副団長 分団長

３－３．消防団員階級年齢別状況調べ

副分団長 部  長 班  長 団  員

２０才未満

２０～２４才

５５～５９才

３０～３４才

２５～２９才

３５～３９才

４０～４４才

４５～４９才

５０～５４才

－２６－



3324,788895

38

44

00 9

55

23

特別警戒 教養訓練

41

20

15

304

304

278

479

269

8

広 報

62094

29

29

25

19

0

４．消防団員出場人員状況調べ

区 分 計 火 災 等 風水害等

宮若市（計） 4,257

2

30

87総 計 6,110

１ 分 団

２ 分 団

３ 分 団

25

545４ 分 団

2373,6453378

0221

26

本 部

373

351

09

6

343

小竹町（計）

本 部

鞍手町（計）

８ 分 団

650

752

703

141

５ 分 団

５ 分 団

４ 分 団

２ 分 団

３ 分 団

３ 分 団

２ 分 団

4

６ 分 団

７ 分 団

本 部

１ 分 団

659

549

１ 分 団

32

34

0

319

４ 分 団

40

0

2

07

0

0

53

60

0

8

0

0

0

57

0

0

0

0

0

0

0 594

88

15

0 0180

16

26352

137

322

95

138

90

60

4

0

0

0

0

0

558

15

0

0

021

0

0

3

8

17

29 8

15

28

28233

156

168

11

1,055

4

0

24

1,712

20

10

5

7

7

20

0

0

0

0

429

242

538

483 0

0

－２７－



区分

分団名

2 9 7 31 347

0 1 0 1 0

0 2 0 2 66

0 2 0 2 35

0 2 0 2 18

0 0 4 2 47

0 0 3 0 34

2 0 0 7 43

0 1 0 10 54

0 1 0 5 50

0 5 1 3 243

0 0 1 0 18

0 1 0 0 29

0 1 0 0 47

0 1 0 3 61

0 1 0 0 34

0 1 0 0 54

2 2 1 0 100

0 0 1 0 20

1 0 0 0 20

0 1 0 0 20

0 1 0 0 20

1 0 0 0 20

4 16 9 34 690

４ 分 団

５．消防団現有消防力・現有ホース数調べ

ホース数
車 　 　両　  　等

可 搬 積 載 車 可 般 ポ ン プポ ン プ 車タ ン ク 車

本 部

小竹町（計）

６ 分 団

７ 分 団

１ 分 団

３ 分 団

２ 分 団

本 部

総 計

宮若市（計）

３ 分 団

４ 分 団

５ 分 団

１ 分 団

２ 分 団

１ 分 団

５ 分 団

４ 分 団

８ 分 団

２ 分 団

３ 分 団

鞍手町（計）

本 部

－２８－



四  予 防 編





１．防火管理実施状況調べ及び消防同意処理状況調べ

イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場 1 1 1 0 0 0 0
ロ 公会堂、集会場 19 13 13 5 3 3 0

キャバレー、カフェ、

ナイトクラブ、その他

ロ 遊技場、ダンスホール 0 0 0 0 0 0 0
ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗 0 0 0 0 0 0 0
二 カラオケボックス等店舗 1 1 1 0 0 0 0
イ 待合、料理店 4 4 3 3 1 1 0
ロ 飲食店 15 6 10 18 7 6 2

百貨店、マーケット、店舗

又は展示場

イ 旅館、ホテル、宿泊所 23 19 19 1 1 1 1
ロ 寄宿舎、共同住宅 23 15 14 0 0 0 5
イ 病院、診療所、助産所 38 16 16 1 0 0 0

老人短期入所施設、養護老人ホーム

身体障害者福祉施設、乳児院

知的障害児施設等

老人デイサービスセンター

軽費老人ホーム、老人福祉センター

児童養護施設、知的障害児通院施設

厚生施設、助産施設、保育所等

ニ 幼稚園、特別支援学校 10 6 6 0 0 0 0
小学校、中学校、高等学校、

専門学校、大学、各種学校

８項 図書館、博物館、美術館 3 3 3 0 0 0 0
イ 公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場 0 0 0 0 0 0 0
ロ イに掲げる公衆浴場以外の浴場 0 0 0 0 0 0 0

車両の停車場、船舶、

航空機の発着場

１１項 神社、寺院、教会 11 5 5 12 0 0 0
イ 工場、作業場 69 57 54 0 0 0 11
ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ 0 0 0 0 0 0 0
イ 自動車車庫、駐車場 2 1 1 0 0 0 2
ロ 飛行機、回転翼航空機の格納庫 0 0 0 0 0 0 0

１４項 倉庫 11 7 7 0 0 0 11
１５項 前各号に該当しない事業場 49 40 40 7 2 1 16

イ 複合用途防火対象物 37 35 34 1 1 1 0
ロ イ以外の複合用途防火対象物 2 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

505 361 359 71 24 22 56

６項

48 0

0

26 6

3

４項

34

0 0

0 0 0 0 0 0

0

4

33

47

26

73

26

19

ハ

イ

25

52 34

2

3 4

0

00

0 0 0 0 00

24

0

用　途　別
消防同意

処理状況
防火管理者
選任必要

対象物数

防火管理者
選任済

対象物数

消防計画
作成済

対象物数

防火管理者
選任済

対象物数

防火管理者
選任必要

対象物数

甲種防火対象物

消防計画
作成済

対象物数

１０項

１２項

２項

乙種防火対象物

区  分

29

１項

３項

５項

ロ

合　　　　　計

７項

１６項

９項

１３項

その他

－２９－



同意件数 3 2 1 0

延べ面積 371.71 271.10 100.61 0.00

同意件数 4 2 2 0

延べ面積 4,594.97 3,673.62 921.35 0.00

同意件数 4 1 2 1

延べ面積 9,816.08 9,052.07 512.01 252.00

同意件数 5 4 1 0

延べ面積 10,761.29 10,683.18 78.11 0.00

同意件数 4 1 2 1

延べ面積 5,918.15 270.78 1,877.12 3,770.25

同意件数 4 3 1 0

延べ面積 4,008.10 3,873.12 134.98 0.00

同意件数 6 5 0 1

延べ面積 10,897.45 10,700.14 0.00 197.31

同意件数 6 3 2 1

延べ面積 4,968.73 4,582.28 193.51 192.94

同意件数 5 2 2 1

延べ面積 8,013.39 669.78 6,218.61 1,125.00

同意件数 8 3 4 1

延べ面積 9,039.32 8,281.80 525.53 231.99

同意件数 6 4 2 0

延べ面積 599.73 487.67 112.06 0.00

同意件数 6 5 0 1

延べ面積 7,120.89 6,988.89 0.00 132.00

同意件数 61 35 19 7

延べ面積 76,109.81 59,534.43 10,673.89 5,901.49

５月

７月

合計

区　　分

１１月

６月

９月

１０月

１２月

８月

２．建築物申請処理状況調べ 

宮 若 市 鞍 手 町 小 竹 町

４月

３月

１月

２月

小　計

 （面積　㎡）

-３０-



今年度 198 3 37 27 6 28 0 6 8 12 38 0 0 33

前年度 201 3 38 27 5 28 0 7 8 14 38 0 0 33

増減 △ 3 0 △ 1 0 1 0 0 △ 1 0 △ 2 0 0 0 0

今年度

前年度

今年度

前年度

区  分

事業所数 112 15

合  計
その他の
事業所数

1 0 0 96

0

自衛消防
組織を
要する

事業所数

※同一事業所が重複する。

５．危険物事業所数調べ

0 0 0 0増  減 0

0

0

0

0

00 0

0

予防規定
の作成を
要する
事業所数

危険物施
設保安員
を要する
事業所数

危険物統
轄管理者
を要する
事業所数

0 00

１００
ｋｌ
以上

第５類

0

0

0 0

0

第４類

00

３．危険物製造所等調べ

４．容量及び類別屋外タンク貯蔵所数調べ

簡
易
タ
ン
ク

第２類 第３類

１００
ｋｌ
未満

第６類

0 0 0 0

0

27

0 0

0

27

00

第１類

27

27

0

区  分

0

小　計

0

0

増  減

区
　
　
分

合
　
　
計

製

造

所

屋

内

貯  蔵  所

移
動
タ
ン
ク

屋
外
タ
ン
ク

屋

外

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

一

般

取  扱  所

給油

営
業
用

自
家
用

販売

第
１
種

第
２
種

－３１－



６．危険物製造所等の許認可状況調べ

設置 変更 設置 変更

0 0 0 0

0 0 0 0

0 1 0 1

0 0 0 0

0 0 0 0

0 31 0 36

0 1 0 1

0 0 0 0

1 2 1 2

0 0 0 0

0 0 1 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1 35 2 40

1

区　　分

許認可件数

仮貯蔵 仮取扱

1

水張（圧）検査

32

仮使用検査

屋内タンク

合　　計 78

0

屋外タンク

地下タンク

移動タンク

1

0

0

給油

販売

区　　分

0

0

取
　
扱
　
所

一　　般

製　造　所

67

2

0

0

貯
　
蔵
　
所

6

2屋　　内

屋　　外

簡易タンク

0

第２種

0

完成検査

営業用

自家用

第１種

小　　計

許　　可

－３２－



許可 完成 許可 完成

0 0 0 0 0 0 0

営業用 0 0 0 0 0 0 0

自家用 44,400 0 0 26,000 13,000 5,400 0

第１種 0 0 0 0 0 0 0

第２種 0 0 0 0 0 0 0

1,646,300 0 0 941,000 559,500 145,800 0

20,400 0 0 10,000 5,000 5,400 0

0 0 0 0 0 0 0

39,000 26,000 13,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 6,000

47,650 0 13,000 19,500 9,750 5,400 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1,797,750 26,000 26,000 996,500 587,250 162,000 6,000

仮使用

販
売

小　計
(円)

設　　置 変　　更

屋外タンク

屋　　内

簡易タンク

屋　　外

地下タンク

移動タンク

取
　
扱
　
所

貯
　
蔵
　
所

（令和６年度分）７．危険物製造所等の許認可に係る手数料調べ

水張
（圧）
検査

給
油

製　造　所

区　　分

屋内タンク

合    計

一　　般

－３３－



営業用

自家用

第１種

第２種

合　　　計

移動タンク

簡易タンク

危険物運搬車両

給油

販売

39

7

7

6

屋　　内

4

屋外タンク

地下タンク

区　　分

製　造　所

危険物保安監督者必要数

2

一　　般

屋　　外

屋内タンク

13

取

扱

所

貯

蔵

所

８．危険物保安監督者を必要とする施設数及び

0

16

35

0

0

23

危険物施設等の査察実施状況調べ　　　　

査察実施件数

3 2

1

12

0

0

27

2

6

0

5

70140

0

0

0

0

－３４－



１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

53 33 27 30 45 24 32 36 37 51 50 52 470

催し物開催届出書

圧縮アセチレンガス
液化石油ガス届出書

防火対象物
使用開始届出書

区　　分

指定可燃物

炉、かまど
ボイラー等
設置届出書

水素ガスを充填する
気球の設置届出書

69

3314 12

0

136

計

発 電 設 備
変 電 設 備
蓄電池設備

設置届出書

煙火打ち上げ届出書

火災とまぎらわしい
行為の届出書

片側・全面
通行止届出書

3 4

11

1938 13

125131219811 9 8

2

2

2 1

0

1114

02

1 1

0

2

1 1

3

24219 18 33

6

5

54

18

0 0 0 0

1 1 0 0 1

173 04 4

100

34

0 0 1

2 02 1 1 1

0

0

0 0 0

3 0

0 0

4

00 0 0

1

0

182

00 7

00

3

0

0

2 1 110

00 0 0 8

00 0 0

1 1

20 00 2 0

計

5

17

９．火災予防条例に基づく各種届出書の提出状況調べ

0 3 0 3 1

1

－３５－





五  警 防 編





 平成１６年 １１月
 平成２５年   ８月

資
材
運
搬
車

本
署
救
急
1
号
車

宮　田
病　院

小竹救急車

救
助
工
作
車

指
　
令
　
車

本
署
タ
ン
ク
車

化
　
学
　
車

本
署
救
急
２
号
車

光回線

１．通信系統図

テレホンサービス １１９報知回線 局線電話

小竹タンク車

後
方
支
援
車

若宮救急車

８チャンネル ８回線 ４回線

ＮＥＸＣＯ

光回線

ワ
ン
タ

ッ
チ
発
信

光回線

光回線

梯
　
子
　
車

 令和７年４月

若宮タンク車

防災無線電話

鞍手タンク車

鞍手救急車

消防デジタル無線
[本城基地局]

本 部
通 信
指令室

鞍 手
出張所

若 宮
出張所

小 竹
出張所

－３６－



区分

車名

梯子車 平２６ ３０ｍ級梯子付き自動車 ＱＰＧ－ＦＨ１ＡＬＤＡ改 平成２６年　１２月

本署タンク車 平２４ 水槽付消防ポンプ自動車 ＬＤＧ－ＦＥ７ＪＪＡＡ改 3,000 8.5 平成２４年　　３月

資材運搬車 令  ２ LDF－KYD２８１ 令和 ２ 年    １月

化学車 平２５ 化学消防ポンプ自動車 ＳＤＧ－ＧＤ７ＪＧＡＡ改 2,250 8.7 平成２５年　  ３月

救助工作車 平３１ 救助工作車Ⅱ型 ２KG-GX２ABA改 平成３１年  　１月

本署救急１号車 令  ６ 高規格救急車 ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ 令和  ６年    １月

本署救急２号車 平２６ 高規格救急車 ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ 平成２６年    ２月

後方支援車 平２９ DBA-NT３２ 平成２９年  １０月

公用車 平２５ ＤＡＡ－ＺＶＷ３０
平成２５年    ５月

（リース）

人員搬送車 平２７ ＣＢＦ－ＤＳ４Ｅ２６ 平成２７年    ２月

査察車 平２５ DAA-ZVW４１W
平成２５年    ５月

（リース）

指令車 平２８ ＣＢＦ－ＴＲＨ２００Ｖ 平成２８年    ３月

宮田連絡車 令  ２ EBD-S３３１V
令和  ２年　　１２月
（ニコニコ倶楽部SS

から寄贈）

鞍手タンク車 平２７ 水槽付消防ポンプ自動車 SDG-GD７JGAA改 2,530 8.3 平成２７年   12月

小竹タンク車 平３０ 水槽付消防ポンプ自動車 ２ＤＧ－ＧＤ２ＡＢＡ 2,530 8.3 平成３０年    ３月

若宮タンク車 平２８ 水槽付消防ポンプ自動車 SDG-GD７JGAA改 2,530 8.3 平成２８年  １１月

鞍手救急車 令  ３ 高規格救急車 ３BF-TRH２２６S 令和  ３年 　１月

小竹救急車 令  ５ 高規格救急車 ３BF-TRH２２６S 令和  ５年 　１月

若宮救急車 平２７ 高規格救急車 ＣＢＦ－ＴＲＨ２２６Ｓ 平成２７年    ３月

鞍手連絡車 平２７ ＨＢD－ＤＡＩ７Ｖ
平成２７年    ７月

（リース）

小竹連絡車 平２７ ＨＢD－ＤＡＩ７Ｖ
平成２７年    ７月

（リース）

若宮連絡車 平２７ ＨＢD－ＤＡＩ７Ｖ
平成２７年    ７月

（リース）

放水量
規格

放水圧
規格

購入年月日

出
　
　
張
　
　
所

２．署所現有自動車性能調べ

年
式

種　　別 車　　体

本
　
　
部
　
　
・
　
　
署

－３７－



３．水利現況調べ
水利別

市・町別

月別

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

市・町別
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

10 42 4 19 219 113 73 0 46 93 5 55 679

0 16 0 0 29 47 0 0 0 0 12 0 104

0 0 0 14 26 12 37 6 0 0 0 0 95

0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 0 0 28

10 58 4 33 274 172 110 34 46 93 17 55 906合 計

合
計

一 般
公 募

宮若市

鞍手町

小竹町

４．救急講習受講者数調べ(簡易救命講習含む)

小竹町

合　　計

245 6

115

20

780

9

宮若市

鞍手町 234

4721,434

425

67

13

105 125

貯水槽 河川・溝

93

158

池・泉水・プール小　　計

209 421764

消火栓

41

－３８－





六  火 災 編





　

　　　罹災世帯数は９世帯、罹災人員は１６名となっている。前年と比較

　　る。

　　の他火災が４件となっており、林野火災は０件である。

　　

１．火災概要

（１）火災発生件数　

　　　令和６年中における火災発生件数は１８件であり、前年と比較する

　　と６件減少となっている。

　　　火災種別ごとに分類すると、建物火災１１件、車両火災が３件、そ

　　すると、罹災世帯数は１０世帯減少し、罹災人員は２５名減少してい

　　前年と比較すると、死者は１名減少し、負傷者は３名減少している。

（２）死傷者数

　　　火災による死傷者数は、死者は０名、負傷者は４名となっており、

（３）建物焼損面積

　　　建物焼損面積は４０６㎡であり、前年の１，１５８㎡より７５２㎡

　　減少している。

（４）火災損害額

　　　火災損害額は２０，７９４千円であり、前年の８６，３４０千円よ

　　り６５，５４６千円減少している。

　

－３９－



年
火災種別 27 年 28 年 29 年 30 年 元 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

建物火災 18 11 16 11 10 11 13 12 15 11

林野火災 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

車両火災 1 6 7 5 3 2 4 4 7 3

その他火災 2 6 10 7 2 1 3 5 2 4

合 計 21 23 33 23 16 14 20 21 24 18

　　を占め、車両火災が３件で１９％、その他火災が２件で１３％となっ
　　ており、林野火災は１件で６％である。

6

２．過去１０年間の火災件数の推移

0

5

10

15

20

25

30

35

27年 28年 29年 30年 元年 2年 3年 4年 5年 6年

その他火災

車両火災

林野火災

建物火災

－４０－



令和３年[B]

0

　　を占め、車両火災が３件で１９％、その他火災が２件で１３％となっ
　　ており、林野火災は１件で６％である。

6

２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

火 災 損 害 額 35,444 507,319 690,935 18,559 18,256 18,256 20,551 46,554 86,340 20,794

３．過去１０年間の火災損害額の推移

　　　(千円)

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

－４１－



令和３年[B]

0

　　を占め、車両火災が３件で１９％、その他火災が２件で１３％となっ
　　ており、林野火災は１件で６％である。

6

２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

死 者 2 1 2 1 1 0 0 0 1 0

負 傷 者 8 3 0 3 3 4 4 0 7 4

４．過去１０年間の火災による死傷者数の推移

　　　　(名)

0

1

2

3

4

5

6

7

8

死 者

負傷者

－４２－



単 位

件

件

件

件

件

人

人

人

床面積 表面積 床面積 表面積 床面積 表面積

406 47 1,158 73 △ 752 △ 26

a

棟

棟

棟

棟

棟

世 帯

世 帯

世 帯

世 帯

人

千 円

千 円

千 円

千 円

千 円

損 害 額 千 円

焼損面積 ㎡

罹災世帯 世 帯

罹災人員 人

５．火災概況

区 分 令 和 ６ 年 [A] 令 和 ５ 年 [B] 増 減 [A]-[B]

出

火

件

数

建 物 11 △ 4

林 野 0 0

車 両 3

△ 6

0

7 △ 4

8

計

4 7

0

計

1

15

△ 1

負 傷 者

18 24

そ の 他 4 2

死 者

△ 3

0

2

△ 4

建 物 焼 損 面 積 ㎡

死

傷

者

林 野 焼 損 面 積 0 0

4

△ 12
焼

損

棟

数

全 焼 3 15

部 分 焼 △ 5

31

ぼ や

半 焼 0 1 △ 1

5

小 損 6 8

10

計 18

510

△ 2

△ 13

△ 810

5

半 損 1 0

罹 災 人 員 16 41 △ 25

罹

災

世

帯

全 損 2

計 9 19

1

△ 10

損

害

額

建 物 19,553 83,132

車 両 1,235 1,583

計 20,794

△ 1,619

△ 63,579

林 野 0 0 0

1

件

当

た

り

建

物

火

災

1,778 5,542

36.9

△ 348

そ の 他 6 1,625

△ 0.5

1.5 2.7

0.8 1.3

△ 1.2

△ 65,546

△ 3,764

77.2 △ 40.3

86,340

－４３－



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合  計

建 物 1 1 2 2 0 0 0 2 2 0 1 0 11

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 3

その他 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1 4

月 計 1 1 2 3 0 0 0 4 4 0 1 2 18

全 焼 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 3

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部分焼 1 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 0 5

ぼ や 1 1 0 0 0 0 0 4 3 0 1 0 10

月 計 2 1 2 2 0 0 0 6 3 0 2 0 18

表 面 積 9 0 0 15 0 0 0 11 10 0 2 0 47

建物(㎡) 0 0 151 1 0 0 0 138 0 0 116 0 406

林野(a) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 損 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

半 損 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小 損 2 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 6

月 計 2 0 2 1 0 0 0 1 1 0 2 0 9

1 0 4 1 0 0 0 1 4 0 5 0 16

死 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

負傷者 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4

月 計 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4

建 物 55 0 16,014 2,184 0 0 0 1,291 9 0 0 0 19,553

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 1,080 0 0 0 0 110 0 0 45 1,235

その他 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 6

月 計 55 0 16,014 3,264 0 0 0 1,297 119 0 0 45 20,794

罹災人員数

死

傷

者

損

害

額

（

千

円

）

６．月別火災件数及び損害額
 　　　　月別

区分

出

火

件

数

焼

損

棟

数

焼

損

面

積

罹

災

世

帯
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合  計

建 物 1 0 1 1 0 0 0 0 2 0 1 0 6

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 3

その他 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 1 4

月 計 1 0 1 2 0 0 0 2 4 0 1 2 13

全 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部分焼 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3

ぼ や 1 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1 0 6

月 計 2 0 1 1 0 0 0 1 3 0 2 0 10

表 面 積 9 0 0 15 0 0 0 1 10 0 2 0 37

建物(㎡) 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 116 0 117

林野(a) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

半 損 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小 損 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 5

月 計 2 0 1 1 0 0 0 0 1 0 2 0 7

1 0 2 1 0 0 0 0 4 0 5 0 13

死 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

負傷者 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2

月 計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2

建 物 55 0 9 439 0 0 0 0 9 0 0 0 512

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 1,080 0 0 0 0 110 0 0 45 1,235

その他 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 6

月 計 55 0 9 1,519 0 0 0 6 119 0 0 45 1,753

罹災人員数

死

傷

者

損

害

額

（

千

円

）

６－１．宮若市の月別火災件数及び損害額
 　  　　月別

区分

出

火

件

数

焼

損

棟

数

焼

損

面

積

罹

災

世

帯
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合  計

建 物 0 1 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 5

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 1 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 5

全 焼 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部分焼 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2

ぼ や 0 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 4

月 計 0 1 1 1 0 0 0 5 0 0 0 0 8

表 面 積 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 10

建物(㎡) 0 0 150 1 0 0 0 138 0 0 0 0 289

林野(a) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 損 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

半 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 損 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

月 計 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

死 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

負傷者 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

月 計 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

建 物 0 0 16,005 1,745 0 0 0 1,291 0 0 0 0 19,041

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 16,005 1,745 0 0 0 1,291 0 0 0 0 19,041

罹災人員数

死

傷

者

損

害

額

（

千

円

）

６－２．鞍手町の月別火災件数及び損害額
 　  　　月別

区分

出

火

件

数

焼

損

棟

数

焼

損

面

積

罹

災

世

帯

－４６－



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合  計

建 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

半 焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

部分焼 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ぼ や 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表 面 積 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建物(㎡) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

林野(a) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

半 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

死 者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

負傷者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

林 野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

車 両 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

罹災人員数

死

傷

者

損

害

額

（

千

円

）

６－３．小竹町の月別火災件数及び損害額
　  　　 月別

区分

出

火

件

数

焼

損

棟

数

焼

損

面

積

罹

災

世

帯

－４７－



放 火 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放 火 の 疑 い 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2

内 燃 機 関 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2

焼 却 炉 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

た ば こ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2

電 気 機 器 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2

電 気 ・ 配 線 等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

マッチ・ライタ－等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コ ン ロ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ス ト ー ブ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

溶接機・切断機 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

火 あ そ び 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

火 入 れ 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 3

そ の 他 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4

不 明 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

合 計 1 1 2 3 0 0 0 4 4 0 1 2 18

７．原因別・月別火災件数
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 10月 11月 12月 合計９月

　　　　　　月別
原因別

６月 ７月 ８月

0

1

2

3

4

5

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

放火

放火の疑い

内燃機関

焼却炉

たばこ

電気機器

電気・配線等

マッチ・ライタ－等

コ ン ロ

ストーブ

溶接機・切断機

火あそび

火入れ

その他

不明

－４８－



損 害 額

建物 林野 車両 その他 合 計
建 物
( ㎡ )

林野
(a)

死者 傷者 合計
( 千 円 )

0 ～ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 ～ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 ～ 3 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 9

3 ～ 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 ～ 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 ～ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 ～ 7 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0

7 ～ 8 1 0 0 0 1 138 0 0 0 0 100

8 ～ 9 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 1,088

 9 ～ 10 3 0 0 0 3 117 0 0 0 0 2,936

10 ～ 11 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

11 ～ 12 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0

12 ～ 13 1 0 0 1 2 0 0 0 1 1 55

13 ～ 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 ～ 15 1 0 1 0 2 0 0 0 0 0 549

15 ～ 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 ～ 17 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0

17 ～ 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 ～ 19 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 6

19 ～ 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 ～ 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 ～ 22 1 0 0 0 1 150 0 0 1 1 16,005

22 ～ 23 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 45

23 ～ 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合   計 11 0 3 4 18 406 0 0 4 4 20,794

火 災 件 数 焼 損 面 積 死 傷 者

８．時間別（火災種別）火災件数
　　 区分

時間

－４９－



快 晴 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

晴 0 1 0 1 0 0 0 4 4 0 0 0 10

曇 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 1 2 7

雨 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

雪 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

霧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 ％未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 ％以上 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0 0 5

45 ％以上 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

55 ％以上 1 1 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 6

65 ％以上 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3

75 ％以上 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

85 ％以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 3

南 西 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 4

西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2

北 西 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3

北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北 東 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

東 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 3

南 東 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

無 風 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１未満 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 3

１～２ 0 0 2 1 0 0 0 4 1 0 0 2 10

２～３ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

３～４ 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2

４～５ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

５～６ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

６～７ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

７～８ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不 明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

風
　
　
　
向

風
　
　
速
　
　
m
／
s

９．気象別月別火災件数

１月 ２月 ３月 ４月 ９月
　　 月　別

気象別
11月 12月 合 計８月

湿
　
　
度
　
　
％

天
　
　
候

７月５月 ６月 10月

－５０－



11 61.1%

0 0.0%

3 16.7%

4 22.2%

18 100%

6

94.0%

0.0%

5.9%

0.1%

100%

（単位：千円）

合 計 20,794

林 野 火 災 0

車 両 火 災 1,235

その他 火災 6

建 物 火 災 19,553

林 野 火 災
車 両 火 災
その他 火災

合 計

１１．火災種別損害額
損 害 額 ％

建 物 火 災

１０．火災種別発生件数
火 災 件 数 ％ （単位：件）

61.1%

0.0%

16.7%

22.2%

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災

94.0%

0.0%

5.9%

0.1%

建物火災

林野火災

車両火災

その他火災

－５１－



％

宮 若 市 13 72.2%

鞍 手 町 5 27.8%

小 竹 町 0 0.0%

合 計 18 100%

6

％

宮 若 市 8.4%

鞍 手 町 91.6%

小 竹 町 0.0%

合 計 100%

損 害 額 （単位：千円）

1,753

19,041

１２．市・町別火災件数
火 災 件 数 （単位：件）

１３．市・町別火災損害額

0

20,794

72.2%

27.8%

0.0%

宮若市

鞍手町

小竹町

8.4%

91.6%

0.0%

宮若市

鞍手町

小竹町

－５２－



　　を占め、車両火災が３件で１９％、その他火災が２件で１３％となっ
　　ており、林野火災は１件で６％である。

6

全 焼 半 焼 部 分 焼 ぼ や 合 計

水 バ ケ ツ 等
※ 水 道 水 含 む 0 0 1 1 2

粉 末 消 火 器 0 0 1 1 2

そ の 他 0 0 0 1 1

初期消火なし 3 0 2 1 6

合 計 3 0 4 4 11

焼３件、半焼０件、部分焼２件、ぼや１件となっている。

１４．建物火災初期消火活動調べ

　建物火災件数１１件（爆発火災除く）の内、初期消火が実施され

たのは５件で、ぼや火災にとどまったのはその内の３件である。

　これに対し、初期消火が実施されなかった建物火災の６件は、全

0

1

2

3

全焼 半焼 部分焼 ぼや

水バケツ等

※水道水含む

粉末消火器

その他

初期消火なし

－５３－



％ （単位：件）

0 0.0%
7 63.6%
1 9.1%
0 0.0%
1 9.1%
2 18.2%

　　を占め、車両火災が３件で１９％、その他火災が２件で１３％となっ0 0.0%
　　ており、林野火災は１件で６％である。11 100%

6

１６．主として使用した水利調べ

％
4 22.2%
0 0.0%
0 0.0%
5 27.8%
0 0.0%
9 50.0%
18 100%

（単位：件）

消 火 栓
防 火 水 槽
池 ・ 溝
積 載 水
その他の水利

合 計

加入電話(携帯電話から)
事 後 聞 知
そ の 他

使 用 な し

合 計

火災件数

119( 携 帯 電 話 か ら )
119( Ｉ Ｐ 電 話 か ら )
加入電話(固定電話から)

１５．覚知別建物火災件数
火災件数

119( 加 入 電 話 か ら )

0.0%

63.6%

9.1%

0.0%

9.1% 18.2%

0.0% 119(加入電話から)

119(携帯電話から)

119(ＩＰ電話から)

加入電話(固定電話から)

加入電話(携帯電話から)

事後聞知

その他

22.2% 0.0%
0.0%

27.8%

0.0%

50.0%

消火栓

防火水槽

池・溝

積載水

その他の水利

使用なし

－５４－



   区分
火災 放水

月別
件数 建 物 林野 車両 その他 合 計 建 物 林野 車両 その他

合
計

車両

 1月 1 16 0 0 0 16 5 0 0 0 5 1

 2月 1 6 0 0 0 6 2 0 0 0 2 0

 3月 2 26 0 0 0 26 8 0 0 0 8 3

 4月 3 22 0 16 0 38 7 0 5 0 12 0

 5月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 7月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 8月 4 31 0 0 18 49 10 0 0 6 16 6

 9月 4 12 0 12 12 36 4 0 4 4 12 2

10月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11月 1 20 0 0 0 20 7 0 0 0 7 2

12月 2 0 0 6 3 9 0 0 2 1 3 0

合 計 18 133 0 34 33 200 43 0 11 11 65 14

宮若市 13 76 0 34 33 143 25 0 11 11 47 8

鞍手町 5 57 0 0 0 57 18 0 0 0 18 6

小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１７．月別出動人員及び出動車両(放水車両)

出     動     人     員 出     動     車     両

－５５－





七 救急・救助編





　　２３件増加）、少年（７歳以上～１８歳未満）が８５件（前年比２１

　　件減少）、乳幼児（生後２９日以上～７歳未満）が９３件（前年比２

　　６件減少）、新生児（２８日以内）が０件（前年比１件減少）となっ

　　ている。

（２）傷病程度別搬送状況

　　等症が２，０１４件（前年比１５件増加）、重症が１９２件（前年比

　　４０件増加）、死亡が５２件（前年比４件減少）となっている。

　　一般負傷が４７４件（前年比増減なし）、転院搬送が４０１件（前年

　　比５７件増加）、交通事故が１７７件（前年比１４件減少）、火災が

　　３４件（前年比８件減少）、労働災害が４１件（前年比４件増加）、

    自損行為が２６件（前年比３件減少）、運動競技が１２件（前年比５

　　件減少）、加害が９件（前年比１件減少）、その他が３件（前年比１

　　件減少）、水難が６件（前年比２件増加）、自然災害が１件（前年比

　　　傷病程度別の搬送状況は、軽症が７４４件（前年比７６件減少）中

　　比増減なし）、成人（１８歳以上～６５歳未満）が７０６件（前年比

1.救急概要

　　　令和６年中における救急出動件数は３，２６６件であり、前年に比

　　べて３１件の減少となっている。

　　　種別ごとに分類すると、急病が２，０８２件（前年比６３件減少）、

（１）救急出動件数　

（３）年齢別搬送状況

　　　年齢別搬送人員では、高齢者（６５歳以上）が２，１１８件（前年

　　１件増加）となっている。

　

－５６－



令 和 ２ 年 令 和 ３ 年 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 令 和 ６ 年

2,605 2,683 3,078 3,297 3,266

2,402 2,487 2,743 3,000 2,986

203 196 335 297 280

2,412 2,506 2,757 3,027 3,002

7 7 8 9 8

217 224 257 275 272

42 22 45 42 34

0 0 0 0 1

4 1 1 4 6

124 173 166 191 177

41 25 39 37 41

16 8 17 17 12

395 425 444 474 474

7 13 7 10 9

23 26 29 29 26

1,650 1,680 1,992 2,145 2,082

転院搬送 300 303 332 344 401

医師搬送 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0

そ の 他 3 7 6 4 3

46 62 48 56 52

158 148 148 152 192

1,523 1,594 1,787 1,999 2,014

685 702 774 820 744

２．最近５か年の救急概要

不 搬 送 件 数

搬 送 人 員

１日当たりの出場件数

１か月当たりの出場件数

区 分

救急出場件数

搬 送 件 数

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

中 等 症

軽 症

出

場

件

数

内

訳

そ

の

他

搬

送

人

員

自 損 行 為

急 病

死 亡

重 症

労 働 災 害

-５７-



　 救急隊別

年別

宮 田
救急隊

鞍 手
救急隊

小 竹
救急隊

若 宮
救急隊

合 計 高速 管外

令 和 ２ 年 944 744 387 530 2,605 41 0

令 和 ３ 年 1,013 743 365 562 2,683 30 2

令 和 ４ 年 1,125 821 471 661 3,078 33 0

令 和 ５ 年 1,211 906 477 703 3,297 44 1

令 和 ６ 年 1,219 900 460 687 3,266 44 2

　　比増減なし）、死亡が４８件（前年比１４件減少）となっている。

３．最近５か年の救急隊別救急出動件数調べ

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

宮 田

救急隊

鞍 手

救急隊

小 竹

救急隊

若 宮

救急隊

－５８－



事故種別等

22 8 2 2 34

0 1 0 0 1

4 1 0 1 6

92 38 24 23 177

28 7 6 0 41

7 4 1 0 12

234 149 89 2 474

4 5 0 0 9

12 10 4 0 26

1,140 632 292 18 2,082
転院搬送 236 126 39 0 401
医師搬送 0 0 0 0 0
資機材等 0 0 0 0 0
そ の 他 0 2 1 0 3

急 病

合 計 1,779 3,266983 458 46

そ

の

他

一 般 負 傷

加 害

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

自 損 行 為

４．出動先別（市・町別）救急出動件数調べ

鞍 手 町 小 竹 町 合 計
高 速 道 路
管 轄 外 等

 市・町名
宮 若 市

労 働 災 害

運 動 競 技

0

200

400

600

800

1,000

1,200

宮若市 鞍手町 小竹町 高速道路

管轄外等

火災

自然災害

水難

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院搬送

医師搬送

資機材等

その他

－５９－



宮 若市 鞍手町 小竹町 管轄外 高 速 合 計

１ 月 152 69 37 0 0 258

２ 月 131 80 35 0 7 253

３ 月 129 87 36 1 2 255

４ 月 135 57 42 0 0 234

５ 月 161 90 41 0 5 297

６ 月 144 68 30 0 2 244

７ 月 183 115 46 0 4 348

８ 月 173 93 44 0 5 315

９ 月 153 69 25 0 4 251

10 月 132 78 32 0 3 245

11 月 121 79 53 0 10 263

12 月 165 98 37 1 2 303

合 計 1,779 983 458 2 44 3,266
NG

NG

５．出動先別（市・町別）月別救急出動件数調べ

0

50

100

150

200

250

300

350

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

宮若市 鞍手町 小竹町 管轄外 高速

月別

市・町名

-６０-



1 1 3 4 4 0 3 4 7 3 2 2 34

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

0 0 1 1 2 0 0 0 1 0 1 0 6

11 13 9 9 23 16 14 11 9 21 29 12 177

1 1 1 3 6 7 6 7 4 3 0 2 41

0 0 1 1 1 3 0 2 2 0 1 1 12

48 41 45 34 33 34 42 39 32 37 43 46 474

0 0 1 0 2 1 0 0 3 2 0 0 9

3 2 1 3 2 2 2 3 3 2 1 2 26

171 166 165 160 178 146 234 206 154 140 154 208 2,082

転院搬送 22 28 28 19 46 35 46 43 35 37 32 30 401

医師搬送 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3

258 253 255 234 297 244 348 315 251 245 263 303 3,266

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

急 病

そ

の

他

合   計

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

9月 10月11月12月 合計

事故種別等

６．月別救急出動件数調べ
  　 　　　月別

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
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350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

火災

自然災害

水難

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院搬送

医師搬送

資機材等

その他

－６１－



事故種別等

5 5 3 9 4 6 2 34

0 1 0 0 0 0 0 1

0 2 1 0 1 2 0 6

30 27 23 30 13 31 23 177

6 5 10 8 3 7 2 41

1 1 0 2 1 3 4 12

69 64 60 64 58 79 80 474

0 2 1 2 1 2 1 9

2 4 2 8 1 5 4 26

333 291 315 285 274 277 307 2,082

転院搬送 72 61 55 73 62 55 23 401

医師搬送 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 0 1 0 0 0 1 3

運 動 競 技

一 般 負 傷

481 418

そ

の

他

急 病

加 害

自 損 行 為

金 土

3,266

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通 事 故

労 働 災 害

合　計日

447合 　  計 519 463 471 467

７．曜日別救急出動件数調べ

月 火 水 木
曜日

0

100

200

300

400

500

600

月 火 水 木 金 土 日

火災
自然災害
水難
交通事故
労働災害
運動競技
一般負傷
加害
自損行為
急病
転院搬送
医師搬送
資機材等
その他
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1 2 0 3 5 4 2 3 4 6 2 2 34

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 6

1 5 2 8 28 17 30 27 22 18 10 9 177

3 1 1 1 9 7 3 9 2 4 0 1 41

0 0 0 0 0 6 2 3 0 1 0 0 12

23 10 19 24 72 52 66 45 63 36 34 30 474

2 3 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 9

3 2 4 0 0 1 2 3 5 1 4 1 26

119 91 77 160 261 249 224 199 213 209 155 125 2,082

転院搬送 6 2 2 4 55 100 82 56 53 19 13 9 401

医師搬送 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 3

158 116 105 200 436 438 411 347 363 294 219 179 3,266

８．時間別救急出動件数調べ
時間区分

14
  ～

  16

16
  ～

  18

事故種別等

10
  ～

  12

8
  ～

  10

2
  ～

    4

22
  ～

  24
合 計

労 働 災 害

12
  ～

  14

4
  ～

    6

6
  ～

    8

自 然 災 害

水 難

18
  ～

  20

20
  ～

  22

合 計

0
  ～

    2

そ

の

他

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

急 病

交 通 事 故

運 動 競 技

火 災

－６３－



覚知別

（IP） (携) (加)

4 20 3 6 0 0 1 34

0 1 0 0 0 0 0 1

1 4 1 0 0 0 0 6

3 157 4 7 1 0 5 177

8 32 1 0 0 0 0 41

0 12 0 0 0 0 0 12

109 287 65 11 0 1 1 474

1 7 0 1 0 0 0 9

1 22 1 2 0 0 0 26

473 1,220 339 31 0 10 9 2,082

転院搬送 199 6 193 2 0 0 1 401

医師搬送 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材等 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 2 0 0 0 0 0 3

800 1,770 607 60 1 11 17 3,266合   計

そ

の

他

自 損 行 為

急 病

労 働 災 害

運 動 競 技

加 害

一 般 負 傷

交 通 事 故

合 計

火 災

加入電話 警察電話

９．覚知別救急出動件数調べ

事故種別等

そ の 他駆付通報
１１９

水 難

自 然 災 害

－６４－



 　　　　救急隊別

事故種別等

火 災 1 1 0 1 3
自 然 災 害 0 0 0 0 0

水 難 0 0 0 0 0
交 通 事 故 73 29 17 44 163
労 働 災 害 15 6 6 14 41
運 動 競 技 6 2 1 3 12
一 般 負 傷 146 136 82 81 445

加 害 3 2 0 2 7
自 損 行 為 5 4 2 3 14

急 病 675 526 274 441 1,916
そ の 他 184 116 36 65 401
合 計 1,108 822 418 654 3,002
死 亡 16 10 11 15 52
重 症 68 51 39 34 192

中 等 症 758 565 272 419 2,014
軽 症 266 196 96 186 744
男 性 587 404 212 325 1,528
女 性 521 418 206 329 1,474

合 計

１０．救急隊別搬送人員調べ

宮 田
救 急 隊

鞍 手
救 急 隊

小 竹
救 急 隊

若 宮
救 急 隊
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1,000

1,200

宮 田

救急隊

鞍 手

救急隊

小 竹

救急隊

若 宮

救急隊

火災

自然災害

水難

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

その他
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26 2 2 1 31

0 1 0 0 1

2 2 0 2 6

20 5 1 3 29

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

12 6 8 4 30

0 2 0 0 2

3 5 2 2 12

55 55 31 25 166

転 院 搬 送 0 0 0 1 1

医 師 搬 送 0 0 0 0 0

資 機 材 等 0 0 0 0 0

そ の 他 0 1 1 0 2

火 災

自 然 災 害

１１．救急隊別不搬送件数調べ

宮 田
救急隊

鞍 手
救急隊

小 竹
救急隊

若 宮
救急隊

水 難

交 通 事 故

280118 79

運 動 競 技

加 害

自 損 行 為

合 計

急 病

合 計

そ

の

他

38

         救急隊別

事故種別等

45

労 働 災 害

一 般 負 傷

－６６－



月別

事故種別等

火 災 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3

自然災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水 難 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

交通事故 11 13 8 10 19 12 12 10 10 20 26 12 163

労働災害 1 1 1 3 6 7 6 7 4 3 0 2 41

運動競技 0 0 1 1 1 3 0 2 2 0 1 1 12

一般負傷 46 39 40 32 32 32 41 39 29 35 38 42 445

加 害 0 0 1 0 2 1 0 0 1 2 0 0 7

自損行為 1 1 0 2 2 1 0 1 2 2 0 2 14

急 病 157 155 146 151 164 138 218 189 143 134 146 175 1,916

そ の 他 22 28 28 19 46 34 46 43 36 37 32 30 401

合 計 238 238 225 218 272 228 323 292 227 233 243 265 3,002

１２．月別搬送人員調べ

1月 2月 3月 4月 5月 12月 合 計6月 7月 8月 9月 10月11月

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

火災

自然災害

水難

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

その他
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           曜日

事故種別等

火 災 1 1 0 0 0 0 1 3

自 然 災 害 0 0 0 0 0 0 0 0

水 難 0 0 0 0 0 0 0 0

交 通 事 故 29 26 22 24 9 31 22 163

労 働 災 害 6 5 10 8 3 7 2 41

運 動 競 技 1 1 0 2 1 3 4 12

一 般 負 傷 63 62 56 62 49 77 76 445

加 害 0 1 0 2 1 2 1 7

自 損 行 為 0 0 2 5 1 3 3 14

急 病 299 270 287 267 247 260 286 1,916

そ の 他 73 61 55 73 61 55 23 401

合 計 472 427 432 443 372 438 418 3,002

　　比増減なし）、死亡が４８件（前年比１４件減少）となっている。

１３．曜日別搬送人員調べ

合　計木 金 土 日月 火 水
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350
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月 火 水 木 金 土 日

火災

自然災害

水難

交通事故

労働災害

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

その他
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男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 1 0 1 0 1 0 3 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 2 3 54 28 46 29 103 60

0 0 4 0 22 0 13 2 39 2

0 0 0 0 7 0 5 0 12 0

0 4 6 17 96 183 62 77 164 281

0 0 0 0 0 3 2 2 2 5

1 2 1 0 1 5 1 3 4 10

25 18 58 47 662 612 248 246 993 923

0 1 29 24 178 162 1 6 208 193

27 25 101 91 1,021 993 379 365 1,528 1,474

3,002

１４．傷病程度別男女別搬送人員調べ

死 亡 重 症 中 等 症 軽 症

合 計

男 女 別
合 計

52 192 2,014 744

火 災

自然災害

水 難

交通事故

急 病

そ の 他

労働災害

運動競技

自損行為

一般負傷

加 害

合 計
傷病程度

事故種別等

-６９-



新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

0 0 0 2 1 3

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 4 21 88 50 163

0 0 0 29 12 41

0 0 10 1 1 12

0 16 13 60 356 445

0 0 0 7 0 7

0 0 0 12 2 14

0 71 40 432 1,373 1,916

0 2 1 75 323 401

0 93 85 706 2,118 3,002合 計

水 難

交通 事故

運動 競技

一般 負傷

加 害

急 病

そ の 他

火 災

自然 災害

自損 行為

１５．事故種別年齢区分別搬送人員調べ

労働 災害

　   年齢区分

事故種別等

－７０－



搬送先

事故種別等 宮 若 市 鞍 手 町 小 竹 町 福 岡 市 北 九 州 市 飯 塚 市 直 方 市 そ の 他

火 災 0 1 0 0 1 1 0 0 3

自然災害 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水 難 0 0 0 0 0 0 0 0 0

交通事故 39 28 0 0 18 17 26 35 163

労働災害 9 4 1 0 5 6 6 10 41

運動競技 0 1 0 1 2 1 2 5 12

一般負傷 106 93 2 1 21 42 113 67 445

加 害 3 0 0 0 0 1 2 1 7

自損行為 2 3 1 0 2 3 1 2 14

急 病 443 301 74 9 136 428 185 340 1,916

そ の 他 18 5 2 3 93 170 23 87 401

合 計 620 436 80 14 278 669 358 547 3,002

死 亡 18 7 2 0 0 11 2 12 52

重 症 32 21 0 1 15 72 11 40 192

中 等 症 362 261 47 13 213 521 230 367 2,014

軽 症 208 147 31 0 50 65 115 128 744

男 性 287 188 44 7 157 366 173 306 1,528

女 性 333 248 36 7 121 303 185 241 1,474

合計
管        外管       内

１６．管内・管外別搬送人員調べ

－７１－



1,916 163 445 478 3,002
3 5 36 4 48

20 125 107 26 278
4 0 0 1 5
1 0 0 0 1

う ち 自 動 0 0 0 0 0
61 1 4 5 71

う ち 自 動 48 1 3 4 56
437 13 16 124 590

気道確保 87 1 6 7 101
気道確保1 2 0 0 2 4
気道確保2 0 0 0 0 0
気道確保3 34 1 0 1 36
気道確保4 0 0 0 0 0

9 1 1 2 13
9 22 62 12 105

在宅療法継続Ａ 0 0 0 0 0
在宅療法継続Ｂ 1 0 0 0 1
在宅療法継続Ｃ 10 0 3 1 14

0 0 0 0 0
6 0 0 1 7

16 1 0 1 18
ＣＰＡ前 6 0 1 0 7
ＣＰＡ後 20 0 2 0 22

ブドウ糖投与 0 0 0 0 0
16 0 1 0 17
0 0 0 0 0

1,856 158 440 473 2,927
1,823 159 433 470 2,885
1,259 111 117 246 1,733
1,851 162 439 474 2,926

9 0 0 0 9
1,776 119 360 438 2,693
9,364 880 2,031 2,292 14,567

気道確保とは、気道の確保のための処置並びに口腔内清拭及び吸引の処置。

気道確保１とは、経鼻エアウェイ使用。

気道確保２とは、喉頭鏡・カンシによる異物除去。

気道確保３とは、救急救命士法に基づき、ラリンゲアルマスク等を用いての気道確保。

気道確保４とは、気管挿管。

在宅療法Ａとは、在宅中心静脈栄養管理・在宅化学療法により点滴処置が施されているもの。

※２ 在宅療法Ｂとは、気管切開孔又は気管瘻、人工肛門等の外瘻処置が施されているもの。

在宅療法Ｃとは、Ａ、Ｂ以外のもの。

心 電 図

合 計

アドレナリン投与

その他の応急処置

血 圧 測 定

聴診器による聴取

血 中 酸 素 飽 和 度 の 測定

血 糖 測 定

ブ ド ウ 糖 投 与

酸 素 投 与

保 温

被 覆

※１

※１

静脈路確保

(輸液)成功

※２

ｼｮｯｸﾊﾟﾝﾂによる血圧保持

除 細 動

静脈路確保(輸液)不成功

処 置 対 象 人 員

止 血

固 定

人 工 呼 吸

胸 骨 圧 迫

心 肺 蘇 生

事故種別等
急 病 交通事故 一般負傷 そ の 他

１７．救急隊の行った救急処置件数調べ

合 計
救急処置

-７２-



上 り 線 下 り 線

若宮～八幡 鞍手～古賀

13 12 17 2 44

交 通 事 故 13 9 0 0 22

急 病 0 2 15 1 18

そ の 他 0 1 2 1 4

10 5 14 1 30

交 通 事 故 10 3 0 0 13

急 病 0 2 12 1 15

そ の 他 0 0 2 0 2

死 亡 0 0 0 0 0

重 症 0 1 0 0 1

中 等 症 7 3 7 1 18

軽 症 3 1 7 0 11

計 10 5 14 1 30

男 性 4 4 11 1 20

女 性 6 1 3 0 10

5 7 3 1 16不 搬 送

救急出場件数

事

故

別

搬 送 人 員

搬

送

別

傷

病

程

度

別

性

別

１８．高速道路救急出動件数及び搬送人員の傷病程度別調べ

区 分 合 計
パ－キング
エ リ ア

そ の 他

-７３-



　　隊員が１７１名（前年比２名増加）となっている。

　　が６件（前年比８件減少）、水難事故が６件（前年比３件増加）、自然災

　　害が１件（前年比１件増加）、機械事故が１件（前年比増減なし）、火災

　　が０件（前年比増減なし）となっている。

（２）救助出動に伴う人員及び車両

　　　令和６年中における救助出動に伴う出動人員は、救助隊員が１２８名

　　（前年比５名減少）、消防隊員が１５０名（前年比１８名増加）、救急

１９．救助概要

（１）救助出動件数　

　　　令和６年中における救助出動件数は４４件（活動有り１９件：活動なし

　　２５件）であり、前年に比べて１件の増加となっている。

　　　種別ごとに分類すると、交通事故が３０件（前年比５件増加）、その他

　　　救助出動に伴う救出人員は、交通事故が１４名（前年比４名増加）、そ

　　の他が４名（前年比７名減少）、水難事故４名（前年比増減なし）、火災

　　　救助出動に伴う車両の出動回数は、救助工作車が４３回（前年比１回増

　　０名（前年比増減なし）、自然災害０名（前年比増減なし）、機械事故１

　

　　名（前年比１名増加）となっている。

　　加）、タンク車が４８回（前年比１２回増加）、救急車が５５回（前年比

　　１回増加）、その他車両が１３回（前年比１回増加）となっている。

－７４－



区分

事故種別等

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

機

械

事

故

自
然
災
害
・
風
水
害
等

そ

の

他

合

計

高

速

道

路

内

の

災

害

0 30 6 1 1 6 44 8

0 10 4 1 0 4 19 2

0 20 2 0 1 2 25 6

消 防 隊 員 0 89 44 0 5 12 150 26

救 助 隊 員 0 91 16 3 3 15 128 24

救 急 隊 員 0 127 19 4 3 18 171 34

合 計 0 307 79 7 11 45 449 84

救 助 工 作 車 0 30 5 1 1 6 43 8

救 急 車 0 41 6 1 1 6 55 11

タ ン ク 車 0 32 9 0 2 5 48 8

そ の 他 車 両 0 0 13 0 0 0 13 0

合 計 0 103 33 2 4 17 159 27

0 14 4 1 0 4 23 2

出

動

人

員

出

動

車

両

救 出 人 員

２０．救助出動総括表

救 助 出 動 件 数

救 助 活 動 件 数

救助非活動件数
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月別

事故種別等

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

機

械

事

故

自

然

災

害

風

水

害

等

そ

の

他

合

計

高

速

道

路

管

轄

外

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 4 1 0 0 1 6 1 0

0 1 1 0 0 1 3 0 0

0 3 2 1 0 1 7 1 0

0 5 0 0 0 1 6 0 0

0 3 0 0 1 1 5 1 0

0 2 0 0 0 0 2 1 0

0 0 1 0 0 1 2 0 0

0 3 0 0 0 0 3 1 0

0 7 1 0 0 0 8 2 0

0 2 0 0 0 0 2 1 0

0 30 6 1 1 6 44 8 0

５ 月

４ 月

１ 月

２１．月別救助出動表

３ 月

２ 月

６ 月

合 計

12 月

11 月

10 月

９ 月

８ 月

７ 月

－７６－


